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一方、フェノールのO-Hのそれは356kJ/molと低く、

はるかに反応し易い。したがって、ベンゼンの酸化に

より生成したフェノールは、ラジカルを経由してター

ルに変質したり、フェノールが更に酸化されて二酸化

炭素が生成するなど、フェノールのみを選択的に合成

することは難しい（Scheme 1）。

ベンゼンの酸化によりフェノールを合成するために

は、反応性の高いフェノールの水酸基を保護し、化学

的に安定な化合物に変換する系を構築することが必要

である。Scheme 2で示される酸化アセトキシル化法6）





とが知られている9）。したがって、担体の性質が異な

れば触媒活性および耐久性に違いが現れると考え、担

体の影響を検討した。

担体にZrO2、TiO2及びSiO2を用いた結果をFig.8、9

に示した。TiO2及びSiO2担体に比べZrO2担体は活性低

下が少なく、触媒の安定性が高いことが解った。この

理由については明確でないが、担体表面と金属粒子と

の相互作用の影響により、金属粒子を担体表面に保持

する能力が高まっているためと考えられる。

また、ZrO2担体では、時間の経過と共に選択率が上

昇する傾向が観察された。この結果から、ZrO2担体を

用いたPd-Te合金触媒は、反応中に合金粒子の変化が

起こっていると推測された。
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